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2019 年 1 月 1 日付更新が予定されている臨床検査専門医へ 
 
 
１．はじめに 
臨床検査領域は、2018 年 1 月 1 日付更新分から日本専門医機構 基本領域 臨

床検査専門医（以降：機構専門医）としての更新を開始しております。ここで

は、2019 年 1 月 1 日付更新が予定されている方に向け、更新に必要な単位に

ついて説明させていただきますので、ご確認の程、お願い申し上げます。 
添付（4 ページ目以降）の必要書類の提出期限は 11 月末日ですが、それまでの

準備の参考にしてください。 
なお、機構専門医としての更新を導入する一方で、日本臨床検査医学会認定

臨床検査専門医（以降：学会専門医）での更新も少なくとも 2020 年度までは

継続します。 
 
２．機構専門医として更新が必要になるのは？ 
現専門医全員に機構専門医としての更新をお勧めしますが、特に新制度にお

ける指導医として研修プログラムに掲載された方は機構専門医であることが求

められますので機構専門医としての更新をお願いします。 
 
３．今回、学会専門医として更新したらどうなるか？ 
 次回の更新時（5 年後の 2023 年度）に機構専門医として更新することが可

能です。ただし、今回の更新後の 5 年間で、必要単位 50 単位を揃えるために

は、毎年平均 10 単位ずつ取得していくことが望まれます（短期間で取得する

のは困難）ので、この案内をご参考に、遺漏なきようご準備ください。 
今回、学会専門医として更新され、次回機構専門医としての更新が困難また

は年齢などの理由で必要性の低い方は、名称を変えた現専門医に相当する学会

認定資格を残すことが検討されていますので、そちらを選択することも可能で

す。 
 
４．今回、機構専門医更新に必要な単位数 
 学会専門医更新に必要な 30 単位と、機構専門医更新に必要な 20 単位の計

50 単位が必要になります。学会専門医更新に適用される「学会か専門医会主催

のリスクマネージメントに関する講習会」と機構専門医に適用される「共通講



習の必修講習・医療安全」は、どちらかが含まれていれば可とします。なお、

学術業績や講習会の単位は、「学会」と「機構」2 つの制度で重複カウントでき

ませんので注意してください。 
後述の診療実績が免除される専門医は、学会専門医更新に必要な 30 単位と、

機構専門医更新に必要な 16 単位の計 46 単位で更新可能となります。 
 
５．学会専門医の 30 単位 
前回更新からの 5 年間で獲得した単位を使用できます(うち 15 単位は日本臨

床検査医学会の企画したものへの参加により取得したもの：日本臨床検査医学

会の学術集会ないし特別例会のいずれかに 1 回以上参加していること)。今回が

初めての更新の方は、検査報告書が 12 編必要で、6 単位となります。詳細は、

学会 HP トップページ上段の「認定制度」

（http://www.jslm.org/recognition/index.html）⇨「臨床検査専門医」⇨「臨

床検査専門医制度規定・内規」の「認定更新制度規定」を参照してください。 
 
６．機構専門医の 20 単位 
 学会 HP トップページ上段にある「認定制度」(上記同)⇨「新臨床検査専門

医制度」（http://www.jslm.org/newsys/index.html）またはトップページ中段

の「新臨床検査専門医制度について」⇨「新しい更新について」の「臨床検査

専門医更新基準改訂版」を参照してください。原則、直近 2 年（2016 年 4 月

以降）に獲得した単位を申請することになりますが、臨床検査医学会では

2015 年から更新用講習会を開始した経緯がありますので、学会の企画した講

習会については 2015 年度の受講実績を含めることが可能です。専門医共通講

習のうち必修講習については直近 2 年ではなく、5 年以内に受けたもので受講

証明があれば使用できます。 
単位とは直接関係しませんが、ここ１年の活動実態を様式 1-2 で申告してく

ださい。現時点ではこの箇所の記載の不備だけで失格とすることは想定してお

りません。 
 診療実績は原則 2 単位が必要になります。報告書数にして 10 編です。ご自

分の実績・経験が診療実績に相当するか不明の場合は、事務局宛てにメイルで

お問合せください。なお、過去 3 回以上更新済の更新者と更新時に 65 歳以上

の方は診療実績が免除され、別の種目での代替えは不要です。 
 講習会受講単位は 10～18 単位必要になります。そのうち共通講習のうちの

必修講習（医療安全、感染対策または医療倫理）を最低 2 単位（2 種類）含め

てください。共通講習は直近 5 年以内に受講したものでも出席証明があれば認

められます。共通講習は施設や他団体が行ったものも認められます。 
本年度に行われる年次学術集会や、地方会、関連学会において、いくつか講

習会が設定されており、学会 HP で案内されますので、受講を心がけください。 
 その他の学術活動で、0～6 単位充足することを検討してください。学術集会

参加は 1 日 1 単位、学会発表は示されているような単位設定になっています。

ご自分の活動が該当するか不明の場合は、事務局宛てにメイルでお問合せくだ

さい。 



 
 参考までに、20 単位の内訳の一例を示します。 
 

項目 下限 上限 例 

ⅰ)診療実績の証明 2 4 2（報告書 10 篇） 

ⅱ)専門医共通講習 2 4 
1（医療安全講習受講）、 
1（感染対策講習受講） 

ⅲ)臨床検査領域講習 8 なし 13（学術集会での臨床検査領域講習受講） 

ⅳ)学術業績および診

療以外の活動実績 
 0 6 3（学術集会出席 3 日） 

 
７．更新に係る費用について 
 現制度（学会専門医）で更新される方はこれまでと同様に学会に 10,000 円

を納めてください。機構専門医として更新される方は、審査料として学会に

10,000 円、認定料として日本専門医機構に 10,800 円の計 20,800 円の負担をお

願いします。 
 
 
機構専門医に関する部分につきましては、以下に添付しますので参考にして 

ください。なお、正式な更新書類提出は再度案内します。 
 
不明な点は学会事務局までお尋ねください。 
 

以上 
 



 
（様式１－１） 

 
日本専門医機構認定 臨床検査専門医 資格更新申請書 

 
2018 年   月   日 

 
一般社団法人 日本専門医機構 御中 
 
フリガナ                      
 
氏  名      
 
生年月日     年  月  日 
 
勤務先名                     
 
勤務先住所 〒   ‐        TEL：                 

     
                                 
 

自宅住所  〒   ‐        TEL：                 
 
                                 

 
学  歴      年  月       大学卒業 
 
 
医籍登録番号  第         号 
 
医籍登録年月日     年   月   日 
 
専門医登録番号 第         号   初回認定日     年  月  日 
 
現在の認定期間     年  月  日 ～    年  月  日 
 
学位（任意）  あり    なし 
 
メールアドレス（任意） アドレス１                      

 
アドレス 2                      

 
 
 
 



 
（様式１－２） 

資格更新申請書（必須） 
 
勤務実態の自己申告 
直近１年間の勤務実態について記載してください。はい、いいえの欄は一方に〇を付してくだ

さい。 
 

勤務形態について 
  

a. 病院で臨床検査部門の常勤医師として勤務している（はい、いいえ） 
  勤務施設名(         )  診療科・部署の名称（        ） 

b. 診療所で臨床検査部門の常勤医師として勤務している（はい、いいえ）         

 勤務施設名(         )  
c. 病院または診療所で臨床検査部門の非常勤医師として勤務している 

                          （はい、いいえ） 
複数ある場合はすべて記載 

  （  ）時間/週 勤務施設名(         ) 
  （  ）時間/週 勤務施設名(         ) 
  （  ）時間/週 勤務施設名(         ) 
 
d. 検診機関、臨床検査関連企業等で臨床検査に携わる医師として勤務している 
          （はい、

いいえ） 
    （  ）時間/週 勤務先(           )  

業務内容（                        ） 
    （  ）時間/週 勤務先(           )  

業務内容（                        ） 
 

        
e. その他：a～ｄに該当しない場合 
  （  ）時間/週  勤務先(           )  

臨床検査に関連した業務の内容 
    (                            ) 

                                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
専門医としての活動概要 
 

平均的な 1 週間あたりの診療関与時間 
 
 診療活動・・・小計（    ）時間/週 
 コンサルテーション対応 （    ）時間/週 
 検査結果コメントの作成 （    ）時間/週 
 臨床検査のオーダ、実施 （    ）時間/週 
 精度管理業務 （    ）時間/週 
 外来・病棟における患者への検査説明等（    ）時間/週 
 その他（内容：     ） （    ）時間/週 

 
 診療管理と教育活動・・・小計（    ）時間/週 
 カンファレンス  （    ）時間/週 
 診療に関わる委員会活動 （    ）時間/週 
（臨床検査部運営委員会・精度管理委員会・感染対策委員会・輸血療法委員会等） 
 学生・研修医・専攻医指導 （    ）時間/週 
 メディカルスタッフ指導   （    ）時間/週 
 患者・家族等に対する教育啓発活動  （    ）時間/週 

 
 その他の臨床的活動・・・小計（    ）時間/週 
 検診・健康相談対応 （    ）時間/週 
 臨床に関わる書類作成 （    ）時間/週 

  （外部精度管理報告書、臨床検査関連会議の議事録、等） 
 行政機関等の依頼に基づく調査と報告、提出書類の作成（    ）時間/週 
 その他（内容：   ）（    ）時間/週 

 
 専門医として相応しい病院外での医療活動・・・小計（    ）時間/週 
 外部検査機関での活動（内容：   ）（    ）時間/週 
 外部医療機関の指導（内容：       ）（    ）時間/週 
 その他（内容：                   ）（    ）時間/週 

   （内容：                   ）（    ）時間/週 
   （内容：                   ）（    ）時間/週 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



 
（様式１－３） 

単位集計表 
 

項目 
取得単位 

（2017 年 4 月～） 
更新申請に 
必要な単位 

（2 年間相当分） 

i) 診療実績の証明 
（別表 1 と実際の 
記録を提出） 

A 必須報告書数  
 

単位
（2 単位以上必須） 

B その他 
 

単位
（0～2 単位） 

A+B 
 

単位
2 単位以上 
最大 4 単位 

ii) 専門医共通講習 
（別表 2 と受講証明

を提出） 

a.必修講習 

医療安全： 
単位

計 2 単位以上必須 
感染対策： 

単位

医療倫理： 
単位

b.その他 
 

単位
 

a＋b 
 

単位
2 単位以上必須 
最大 4 単位 

iii) 臨床検査領域講習 
（別表 3 と受講証明を提出） 

 
単位

8 単位以上 

iv) 学術業績・診療以外の活動実績 
（別表 4 と関連書類を提出） 

 
単位

0～6 単位 

総合計（①＋②＋③＋④） 
 

単位
20 単位以上必要 

 
 

 
事務局記入欄 
 

日本臨床検査医学会 会員番号                
 

 
受付年月日      年   月   日 



（別表１） 
診療実績 

 
以下に該当する場合は□にチェックしてください。診療実績の提出が免除されます。 

□ 過去 3 回以上の更新歴がある。 

□ 更新時（2019 年 1 月 1 日）に満 65 歳以上である。 
 
項目名 必須 10 件の件数 追加件数 

 
①検査報告書 
尿沈渣    
穿刺液・体腔液の細胞検査     
末梢血液像     
骨髄像     
フローサイトメトリー     
リンパ節スタンプ標本     
蛋白分画     
免疫電気泳動     
免疫固定法     
アイソザイム     
リポ蛋白電気泳動     
脂質分画     
アミノ酸分画     
グラム染色・抗酸菌染色所見     
細菌培養同定     
耐性菌検出報告・指導     
薬剤感受性試験     
抗酸菌検出     
血液型判定(変異型など）     
不規則抗体判定・指導     
病原体核酸検査     
造血器等腫瘍遺伝子検査     
薬物代謝関連遺伝子検査     
超音波検査     
循環器機能検査     
呼吸機能検査     
血管機能検査     
神経筋検査     
その他（特定してください。日本専門医機構認定臨床

検査専門医更新資格審査委員会で審査します。） 
   

②臨床検査室管理業務 



内部精度管理    
外部精度管理    
インシデント・アクシデント対応    
臨床検査技師への指導・講義    
その他（特定してください。領域専門医委員会で審査

します。） 
  

③コンサルテーション対応 

検査外来での説明   

施設内・外からのコンサルテーションへの対応   

健診・人間ドックでのコメント、説明   

遺伝子検査に関しての患者・家族/主治医への説明   
その他（特定してください。領域専門医委員会で審査

します。） 
  

合計 件、 単位 件数と単位数 

注）関連書類は個人情報に留意してください。 
 
提出書類は、本表と対応がわかるように、項目名を記し、表中順での提出をお願いします。 
 
①は、診療報告書と同一のもののコピーとしてください。紙媒体報告書の場合は日付、報

告者のサイン（または印）のあるものにしてください。デジタル報告書の場合は、画面の

ハードコピーでもいいですが、日付、報告者名がわかるものとしてください。 
 
②、③はその記録の原本が施設に保管されているものとします。 



（別表 2） 
共通講習受講単位表 

 
講習会主催団体 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 

必修 その他 必修 その他 必修 その他 必修 その他 

日本臨床検査医学会  
 

       

日本臨床検査専門医会  
 

       

所属施設（特定くださ

い） 
 
 

       

他団体（特定くださ

い） 
 
 

       

計  
 

       

総計 必修 
その他 
合計 

 
・年次ごとのそれぞれの単位数の合計を記入ださい。 
・受講証明は年次順にまとめて提出してください。 
・必須である「医療安全」「感染対策」「医療倫理」は 2 単位（2 種類）以上必要です。 
この 3 つに限っては直近 1 年ではなく、直近 5 年の間に受講したものも有効です。 
また、日本臨床検査医学会 臨床検査専門医更新用に、日本臨床検査医学会または日本臨床

検査専門医会主催の「リスクマネージメントに関する講習会」の受講証明を提出した場合

は、 日本専門医機構 基本領域 臨床検査専門医 更新単位において必ずしも必須の共通講習

単位を提出する必要はありません。 



 
（別表 3） 

臨床検査領域講習受講単位表 
 

講習会主催団体 2015 年 
 

2016 年 2017 年 2018 年 

日本臨床検査医学会  
 

   

日本臨床検査専門医会  
 

   

関連学会  
 

   

e-learning などの受講  
 

   

計  
 

   

総計  
 

 
・年次ごとのそれぞれの単位数の合計を記載ください。 
・受講証明は年次順にまとめて提出してください。



 
（別表 4） 

学術業績・診療以外の活動実績 
 

活動内容 認定単位 取得単位 
学術集会への参加*1（最大 3 単位まで） 1／日  
学術集会での発表*1 1／回  
  同上共同演者（第 2 演者 1 名に限ります） 1／回  
査読制度のある術誌における論文の筆頭著者 2／篇  
  同上共同筆者 1／篇  
臨床検査に関する専門書籍の刊行者*2 2/篇（単著） 

1/篇（共著） 
 

臨床検査に関する総説の筆頭著者*2 1／篇  
学術集会の座長*1 1／回  
学術雑誌の査読者*2 1／回  
専門医試験委員会より委嘱され認定試験問題を作成した場合 

（年 1 回に限ります） 
1／回  

専門医認定試験における試験委員・監督などの業務に携わった場合 

（年 1 回に限ります） 
1／回  

所属施設の臨床検査関連会議における指導的業務*3    
院内感染対策委員会 0.1／件  

輸血療法委員会 0.1／件  
栄養評価委員会 0.1／件  
医療安全委員会 0.1／件  

地域医療への貢献    
外部施設における臨床検査部門の査察・指導 1／回  

外部精度管理事業の指導 1／回  

日本臨床検査専門医会が主催する臨床検査の啓発活動 1／回  

専攻医・学生・メディカルスタッフ等への教育・指導 1／回  

計  
注）出席、参加の証明となるものを提出してください。本表と対応がわかるような提出をお願

いします（表中順など）。 

 
*1: 日本臨床検査医学会（支部含む）、WASPaLM、ASCPaLM、AACC、IFCC、ASCP など

の国際学会、日本検査血液学会、日本臨床化学会、日本臨床微生物学会、日本超音波医学会、 

日本遺伝子診療学会、日本生物試料分析学会などが主催する学術集会、その他は申請により日

本専門医機構認定臨床検査専門医更新資格審査委員会が認定します。 

参加とは、終始学会会場にあって積極的に討論に参加することを意味します。 

 

*2 :書籍・雑誌の適否は日本専門医機構認定臨床検査専門医更新資格審査委員会が認定します。 

商業誌は対象になりません。 

 

*3：提示以外の施設内委員会で日本専門医機構認定臨床検査専門医更新資格審査委員会が認定

したものも含みます。 
 


